
来
賓
の
あ
い
さ
つ

日
本
医
労
連

山
田
真
巳
子

委
員
長

大
切
な
こ
と
は
被
災

地
を
忘
れ
な
い
こ
と
。

格
差
は
い
っ
そ
う
広
が

る
実
態
に
青
年
た
ち
の

想
い
に
共
感
。
春
闘
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
し
つ

こ
く
闘
う
」
数
学
者
の

故

森
毅
さ
ん
が
言
っ

て
い
た
。
正
し
さ
は
伝

わ
ら
な
い
が
楽
し
さ
は

伝
わ
る
。
愛
知
の
皆
さ

ん
の
よ
う
に
楽
し
く
し

つ
こ
く
伝
え
た
い
。

【写真】2013年春闘方針を提案する西尾書記長と参加の皆さん

愛
知
県
医
労
連
は
１
月
13
日
、
第
62
回
臨
時
大

会
を
開
催
し
、
23
組
織
か
ら
代
議
員
、
傍
聴
を
含

め
て
104
名
の
参
加
で
成
功
し
ま
し
た
。

臨
時
大
会
は
、
西
野
ル
ミ
子
執
行
委
員
長
の
挨

拶
で
始
ま
り
、
２
０
１
３
年
春
闘
方
針
（
第
１
号

議
案
）
が
西
尾
書
記
長
よ
り
、
１
万
５
千
名
の
組

織
を
目
指
す
第
８
次
組
織
拡
大
強
化
３
ヵ
年
計
画

（
第
２
号
議
案
）
が
林
書
記
次
長
よ
り
提
案
さ
れ

そ
れ
ぞ
れ
満
場
一
致
で
採
決
さ
れ
ま
し
た
。

堀
場
副
委
員
長
よ
り
２
０
１
３
春
闘
ス
ト
ラ
イ

キ
権
の
提
案
が
さ
れ
満
票
で
確
立
、
最
後
に
永
田

副
委
員
長
が
閉
会
挨
拶
し
、
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で

終
了
し
ま
し
た
。

フ
ロ
ア
よ
り
19
名
の
発
言
が
相
次
ぎ
、
組
織
拡

大
や
共
済
推
進
、
賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善
の
取

り
組
み
が
報
告
さ
れ
、
２
０
１
３
春
闘
勝
利
に
向

け
て
熱
気
の
あ
る
元
気
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
医
労
連
か
ら
山
田
真
巳
子
中
央
執
行
委
員

長
、
愛
労
連
か
ら
榑
松
佐
一
議
長
が
来
賓
と
し
て

挨
拶
し
ま
し
た
。
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愛
労
連

榑
松
議
長

安
部
政
権
の
政
策
、

お
札
を
増
刷
し
て
も
労

働
者
の
財
布
に
入
ら
な

け
れ
ば
変
わ
ら
な
い
。

マ
ス
コ
ミ
が
賃
上
げ
で

景
気
回
復
を
言
い
始
め

た
。
い
ま
労
働
組
合
の

役
割
を
発
揮
す
る
と
き
。

３
月
に
さ
よ
な
ら
原
発

集
会
も
あ
る
。
共
に
が

ん
ば
ろ
う
。

加
盟
組
織
の
発
言

離
職
防
止
に
一
時
金

夜
勤
点
検
等
に
奮
闘

①
愛
厚
労
更
生
支
部

服
部
代
議
員

都
市
部
と
群
部
の
経

営
格
差
を
な
く
す
た
め

年
間
一
時
金
４
ヶ
月
以

上
に
奮
闘
中
。
働
き
や

す
い
環
境
づ
く
り
で
は

有
給
休
暇
の
時
間
取
得

日
数
の
増
加
を
粘
り
強

く
要
求
し
て
い
る
。
夜

勤
は
看
護
委
員
会
で
毎

月
点
検
し
、
違
法
が
あ

れ
ば
い
ち
早
く
改
善
す

る
よ
う
取
組
ん
で
い
る
。

７
対
１
看
護
取
得
か
ら

６
年
が
経
過
し
結
婚
出

産
の
ピ
ー
ク
に
あ
る
。

子
育
て
世
代
と
ベ
テ
ラ

ン
が
離
職
し
な
い
よ
う

働
き
続
け
ら
れ
る
職
場

を
目
指
し
て
い
く
。

賃
上
げ
と
仲
間
ふ
や

し
は
組
合
の
醍
醐
味

②
南
知
多
病
院
労
組

高

橋

代

議
員

労
働
組
合

の

醍

醐

味
は
「
賃
上
げ
と
仲
間

増
や
し
」
。
組
合
結
成

か
ら
８
年
、
07
年
に
看

護
師
の
賃
上
げ
を
勝
ち

取
っ
た
時
は
、
組
合
を

立
ち
上
げ
て
本
当
に
良

か
っ
た
。
そ
の
他
に
も

成
果
を
挙
げ
て
き
た
が
、

精
神
科
の
診
療
報
酬
が

低
い
た
め
、
引
き
上
げ

を
求
め
て
、
し
つ
こ
く

春
闘
を
闘
い
た
い
。
増

員
署
名
は
現
在
１
３
９

０
筆
。
３
０
０
０
筆
を

目
標
に
県
医
労
連
に
結

集
し
て
頑
張
る
決
意
。

名
古
屋
市
民
病
院
は

医
療
水
準
の
見
本
に

③
名
古
屋
市
病
院
労
組

青
木
代
議
員

10
数
年
ぶ
り
の
愛
知

県
医
労
連
大
会
。
名
古

屋
市
民
病
院
を
守
る
闘

い
で
自
治
体
病
院
の
役

割
を
実
感
し
た
。
困
難

は
あ
っ
て
も
地
域
に
頼

ら
れ
る
病
院
を
作
っ
て

い
き
た
い
。
三
六
協
定

を
結
ん
だ
が
東
部
医
療

セ
ン
タ
ー
は
救
急
が
増

え
労
働
が
過
密
。
看
護

師
不
足
も
深
刻
で
職
員

の
犠
牲
を
伴
っ
て
い
る
。

組
合
と
し
て
名
古
屋
市

民
病
院
が
県
内
医
療
水

準
の
見
本
と
な
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
く
。

行
政
の
発
言
力
を
高

め
る
大
運
動
提
起
を

④
全
医
労
愛
知
地
区

長
尾
代
議

員

２
０
３
５

年
に
愛

知
県
は
医
師
不
足
の
２

次
医
療
圏
が
５
地
域
も

あ
る
。
医
師
不
足
・
看

護
師
不
足
は
長
期
的
な

見
通
し
で
の
運
動
が
必

要
。
公
務
員
賃
下
げ
は

署
名
等
に
取
り
組
む
中

で
、
一
般
職
員
の
引
き

下
げ
を
止
め
た
。
増
員

署
名
は
目
標
達
成
ま
で

努
力
が
必
要
で
統
一
行

動
で
の
思
い
切
っ
た
運

動
提
起
を
。
組
織
３
ヵ

年
計
画
が
提
案
さ
れ
た

が
、
行
政
へ
の
発
言
力

を
高
め
る
取
組
み
を
強

化
し
て
ほ
し
い
。

今
年
も
新
人
１
０
０

％
加
入
頑
張
る
決
意

⑤
名
大
医
学
部
支
部

高
野
代
議
員

昨
年
は
新
歓
の
成
功

で
１
１
４
名
が
加
入
。

「
賃
下
げ
も
サ
ー
ビ
ス

残
業
も
イ
ヤ
」
と
新
人

が
組
合
に
結
集
し
て
い

る
。
新
人
研

修
は
３

カ
月
で
部
署
が
変
わ
り
、

組
合
員
は
小
さ
な
バ
ッ

ジ
を
つ
け
る
予
定
。
今

年
も
新
人
１
０
０
％
加

入
を
頑
張
る
。
２
交
替

夜
勤
が
６
年
経
過
。
16

時
間
は
嫌
と
い
う
看
護

師
が
増
え
て
お
り
、
夜

勤
改
善
も
頑
張
る
。
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【写真】大会議長の中井さん（左 名南会労組）、

豊田さん（右 健保労組中京病院支部）

臨時大会の進行、お疲れ様でした



労
働
者
が
大
切
に
さ

れ
る
職
場
を
目
指
す

⑥
な
ご
や
福
祉
施
設
協

会
労
組

木
村
代
議
員

名
古
屋
市
内
に
24
の

介
護
施
設
が
あ
る
。
４

月
の
介
護
報
酬
改
定
で

２
億
の
減
収
に
。
減
収

を
埋
め
る
た
め
人
は
増

や
さ
ず
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
は
時
間
延
長
、
時
給

は
据
え
置
き
、
欠
員
補

充
が
さ
れ
な
い
な
か
、

現
場
は
疲
れ
切
っ
て
い

る
。
施
設
が
つ
ぶ
れ
な

い
よ
う
経
営
第
一
で
な

く
、
人
が
つ
ぶ
れ
な
い

よ
う
大
切
に
さ
れ
る
職

場
を
目
指
し
た
い
。

共
済
で
離
職
が
減
少

相
談
で
き
る
組
合
に

⑦
全
医
労
豊
橋
支
部

石
川
代
議
員

職
場
で
は
休
憩
時
間

と
不
払
い
残
業
に
問
題

あ
る
。
組
合
が
交
渉
し

改
善
さ
せ
て
い
る
。
医

労
連
共
済
を
取
り
組
み

を
広
げ
る
な
か
、
離
職

者
が
減
っ
て
い
る
。
医

労
連
共
済
を
話
題
に
し

て
組
合
員
の
相
談
事
に

応
じ
る
こ
と
が
で
き
る

の
が
共
済
の
良
さ
。
青

年
部
が
新
春
の
つ
ど
い

を
頑
張
っ
て
く
れ
た
。

楽
し
い
組
合
活
動
を
心

掛
け
て
い
る
。

不
当
労
働
行
為
救
済

申
し
立
て
に
ご
支
援
を

⑧
南
生
協
労
組

原
代

議
員現

在

、

不

当

労

働
行
為
で
救
済
申
し
立

て
中
。
傍
聴
な
ど
支
援

に
感
謝
。
職
場
の
過
半

数
以
上
が
反
対
し
た
が

労
働
時
間
延
長
が
７
月

か
ら
強
行
さ
れ
、
保
育

負
担
や
公
休
未
消
化
な

ど
問
題
が
解
決
し
て
い

な
い
。
現
在
労
働
委
員

会
に
公
正
な
救
済
命
令

を
求
め
る
署
名
に
取
組

み
、
職
場
改
善
に
向
け

て
頑
張
っ
て
い
く
決
意
。

引
き
続
き
支
援
を
。

看
護
師
不
足
が

深
刻

改
善
に
頑
張
る

決
意

⑨
豊
橋
市
職
病
院
支

部

山
崎
代
議

員

７
対
１
看

護
は
無

理
に
と
っ
て
は
ダ
メ
。

７
対
１
で
年
休
は
１
０

日
と
れ
る
と
い
わ
れ
た

が
実
態
は
１
～
２
日
し

か
取
れ
な
い
。
看
護
師

不
足
と
産
休
者
で
夜
勤
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大幅増員・夜勤改善署名（なでしこ署名）推進単組表彰

第６２回臨時大会では、全国１００万

筆、愛知１１３７１０筆目標で取り組

む「大幅増員と夜勤改善で安全・安心
の医療・介護の実現を求める国会請願

署名（新なでしこ署名）の推進組合に

表彰を行いました。

引き続き５月末までに、全ての単組
支部で組合員1人10筆目標を達成し、愛

知１１万筆を必ず達成しましょう。

【写真】組合員１人10筆目標達成１番のり

南知多病院労組の山本代議員

◆組合員１人１０筆達成組合

①南知多労組 １３９０筆（199％）

②ばんたね １３０筆（433％）

③全医労豊橋 ３４５７筆（113％）

④国共東海 ６００筆（103％）

◆１００筆チャレンジ達成組合

①半田市職（５名）
②みなと（１名）

③南知多労組（５名）

④全医労豊橋（６名）
⑤南（４名）

⑥名南会（１名）

⑦個人組合（１名）

⑧ばんたね（１名）



人
員
が
少
な
い
。
病
院

は
６
億
の
黒
字
だ
が
職

員
の
犠
牲
に
よ
る
も
の
。

看
護
師
が
増
や
せ
な
け

れ
ば
電
動
ベ
ッ
ド
を
増

や
す
な
ど
、
労
働
環
境

改
善
へ
の
設
備
投
資
に

お
金
を
か
け
て
欲
し
い

と
要
求
し
て
い
る
。

被
災
地
を
忘
れ
な
い
取

組
み
を

⑩
名
市
大
病
院
支
部

岩
本
代
議
員

昨
年
10
月
、

医
科
系

大
学
部
会
の
交
流
集
会

で
岩
手
で
あ
り
、
被
災

地
の
盛
岡
か
ら
陸
前
高

田
、
気
仙
沼
、
石
巻
に

行
っ
た
。
１
年
半
経
過

し
た
今
も
な
お
、
復
興

は
全
く
進
ん
で
い
な
い
。

阪
神
淡
路
大
震
災
に
も

行
っ
た
が
被
災
地
を
忘

れ
な
い
こ
と
が
大
切
。

被
災
地
を
忘
れ
な
い
た

め
の
ツ
ア
ー
な
ど
も
必

要
だ
と
思
う
。

勤
務
評
価
制
度
強
行

の
悔
し
い
思
い

⑪
国
共
東
海

坂
口
代

議
員組

合
と
し

て

大
反
対
し
て
い
た
勤
務

評
価
制
度
が
昨
年
秋
に

交
渉
決
裂
し
強
行
導
入

さ
れ
た
。
秋
の
一
時
金

か
ら
査
定
が
入
り
非
常

に
悔
し
い
思
い
で
い
る
。

増
員
署
名
は
本
日
１
０

０
０
筆
持
参
し
た
。
南

知
多
に
負
け
な
い
よ
う

頑
張
っ
て
い
く
。
組
合

は
将
来
の
担
い
手
づ
く

り
が
必
要
。
若
い
世
代

に
共
感
さ
れ
る
組
合
活

動
を
し
て
い
き
た
い
。

原
発
ノ
ー

医
療
労
働

者
と
し
て
広
げ
た
い

⑫
健
保
中
京
支
部

北

村
代
議
員

原
発
に
つ
い
て
組
合

役
員
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、

大
半
が
必
要
と
い
う
意

見
で
驚
い
た
。
医
療
労

働
者
は
「
原
発
ノ
ー
」

が
当
然
と
思
っ
て
い
た

の
で
シ
ョ
ッ
ク
。
原
発

労
働
者
の
実
態
も
ひ
ど

い
。
医
労
連
で
勉
強
す

る
機
会
を
作
っ
て
欲
し

い
。
安
部
政
権
に
な
り

憲
法
改
悪
が
狙
わ
れ
て

い
る
。
無
関
心
は
一
番

い
け
な
い
こ
と
。
平
和

と
憲
法
を
守
る
活
動
の

強
化
を
し
て
い
き
た
い
。

有
給
・残
業
改
善
に
新

人
全
員
加
入
頑
張
る

⑬
み
な
と
生
協
労
組

大
滝
代
議
員

昨
年
は
新
歓
を
成
功

さ
せ
組
合
員
２
０
０
人

を
突
破
し
た
。
し
か
し

病
棟
も
外
来
も
労
働
条

件
が
厳
し
く
退
職
者
が

後

を

絶
た
な
い
現
状
に
あ
る
。

青
年
の
強
い
要
求
で
有

給
休
暇
の
取
得
向
上
と

不
払
い
残
業
申
請
を
頑

張
り
た
い
。
有
休
が
と

れ
ず
辞
め
た
い
と
組
合

員
か
ら
相
談
あ
り
掛
け

合
っ
て
２
日
付
与
さ
れ

た
ら
「
辞
め
ま
せ
ん
」

と
な
り
、
増
員
署
名
１

２
０
筆
集
め
て
く
れ
た

新
病
院
建
設
へ
仲
間

増
や
し
て
職
場
改
善

⑭
北
生
協
労
組
池
田
代

議
員組

合
員
は

２

６

３
名
で
過
半
数
を

割
っ
た
。
今
年
の
新

歓
で
は
新
人
１
０
０
％

加
入
を
実
現
し
た
い
。

病
棟
は
病
欠
と
産
休
で

２
交
替
夜
勤
月
平
均
５

回
と
な
っ
て
い
る
。
夜

勤
改
善
も
頑
張
り
た
い
。

北
病
院
の
新
病
院
立
て

替
え
が
決
ま
っ
た
。
組

合
員
を
増
や
し
て
、
し
っ

か
り
し
た
職
場
に
し
て

い
き
た
い
。

秋
闘
で
パ
ー
ト
賃
上
げ

春
闘
も
前
進
目
指
す

⑮
尾
張
建
友
会

柴
山

代
議
員

新
執
行
部
体
制
の
な

か
で
、
秋
闘
は
40
名
の

座
談
会

（
し
ゃ

べ
り
場
）
を
成
功
さ
せ
、

２
度
に
わ
た
り
50
名
近

い
参
加
で
団
体
交
渉
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
の
結
果
、
夜
間

の
事
務
パ
ー
ト
の
時
給

40
円
ア
ッ
プ
を
引
き
出

す
こ
と
が
で
き
た
。
春

闘
も
仲
間
を
ふ
や
し
て

頑
張
っ
て
い
き
た
い
。
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【写真】愛知県医労連青年協議会のメン

バー 左から山口さん、丹羽さん、服部さ

ん、池田さん、神園さん



３
年
連
続
新
人
全
員

加
入
で
過
半
数
突
破

⑯
名
南
会
労
組

中
井

代
議
員

春
に
続
け
て
秋
も
共

済
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
取
組

み
、
組
合
員
20
名
が
共

済
に
加
入
し
た
。
パ
ー

ト
の
仲
間
を
増
や
し
て

３
年
連
続
新
人
１
０
０

％
加
入
を
成
功
さ
せ
て

６
月
の
結
成
40
周
年
を

念
願
の
過
半
数
突
破
、

３
０
０
名
組
合
で
迎
え

る
決
意
。

不
当
解
雇
撤
回
裁
判

は
大
詰
め

ご
支
援
を

⑰
済
生
会
病
院
労
組

橋
詰
代
議
員

日
頃
よ
り
、
済
生
会

病
院
の
不
当
解
雇
撤
回

裁
判
へ
の
ご
支
援
に
感

謝
。
裁
判
は
被
告
の
証

人
尋
問
が
終
了
し
、
原

告

の

証
人
尋
問
が

１
月
か

ら
２
回
に
わ
け
て
行
わ

れ
る
。
裁
判
は
い
よ
い

よ
大
詰
め
で
、
不
当
解

雇
撤
回
を
求
め
る
闘
い

に
引
き
続
き
ご
支
援
を

頂
き
た
い
。

全
医
労
の
不
利
益
裁

判
の
ご
支
援
に
感
謝

⑱
全
医
労
名
古
屋
支
部

栗
木
代
議

員

全
医
労
不
利
益
裁

判
は
残
念
な
が
ら
最
高

裁
で
敗
訴
と
な
っ
た
。

し
か
し
こ
の
間
、
長
く

皆
様
か
ら
支
援
を
頂
き

感
謝
し
て
い
る
。

西
尾
書
記
長
に
よ
る

討
論
の
ま
と
め

①
大
幅
増
員
闘
争
は
過

酷
な
夜
勤
実
態
が
報
告

さ
れ
た
。
夜
勤
は
有
害

で
保
護
と
規
制
が
必
要

で
す
。
職
場
か
ら
具
体

的
な
夜
勤
改
善
を
勝
ち

取
り
、
増
員
・
夜
勤
改

善
署
名
を
集
め
て
世
論

を
大
き
く
広
げ
よ
う
。

②
賃
金
ア
ッ
プ
の
決
意

や
公
務
員
賃
金
削
減
を

許
さ
な
い
発
言
が
あ
っ

た
。
こ
の
春
闘
は
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
獲
得
の
た
め

「
し
つ
こ
く
」
闘
い1

4

日
の
統
一
行
動
に
結
集

し
よ
う
。

③
生
活
保
護
の
改
悪
は

憲
法
25
条
を
脅
か
し
最

低
賃
金
と
連
動
し
貧
困

を
加
速
さ
せ
る
。
公
的

病
院
の
縮
小
や
県
の
福

祉
医
療
制
度
改
悪
を
許

さ
な
い
闘
い
を
。
4
月

の
名
古
屋
市
長
選
挙
は

住
民
の
暮
ら
し
を
守
る

市
政
を
実
現
し
よ
う
。

④
原
発
ツ
ア
ー
や
被
災

地
支
援
の
報
告
が
あ
っ

た
。
原
発
ゼ
ロ
・
被
災

地
を
忘
れ
な
い
取
組
み

を
強
め
た
い
。
国
会
は

改
憲
勢
力
の
台
頭
で
憲

法
改
悪
が
狙
わ
れ
て
い

る
。
勤
通
大
の
憲
法
コ
ー

ス
、
役
員
セ
ミ
ナ
ー
も

予
定
さ
れ
て
い
る
。
学

習
を
力
に
し
て
い
こ
う
。

⑤
１
万
５
千
名
の
組
織

建
設
を
目
指
す
第
８
次

組
織
拡
大
３
カ
年
計
画

が
提
案
さ
れ
た
。
秋
は

新
組
合
が
２
つ
結
成
さ

れ
、
新
た
な
仲
間
に
励

ま
し
を
受
け
た
。
名
南

会
や
名
大
、
北
か
ら
新

人
１
０
０
％
加
入
の
決

意
も
語
ら
れ
た
。
組
織

拡
大
に
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ

シ
ュ
を
か
け
よ
う
。
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大会役員お疲れ様でした

【大会議長】豊田（中京）中井（名南会）

【大会書記長】林（書記局）

【書記】河合（執行部）上條（執行部）

【資格審査】小岩（執行部）柴山（尾張）

池田幹（北）高橋（南知多）

【議事運営】鈴木（執行部）木村（なご

や協会）石川（全医労）杉浦（堀尾）大

滝（みなと）

【写真】新組合紹介「セムイ学園教職員組合」

廣浦執行委員長（左）三輪副執行委員長（右）

【写真】2013春闘方針は満場一致で採択
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【写真】「いのちと暮らし守る、２０１３春闘」勝利に向けて、団結してがんばろう

第６２回臨時大会アピール

愛知県医労連は本日、第６２回臨時大会を開催しました。昨年の定期大会以降、２つの新

組合を結成するなかでむかえた今大会は、代議員・傍聴者、役員、あわせて１００名以上

が参加し、代議員の春闘勝利に向けた積極的な発言で、２０１３年春闘方針と、第８次組

織拡大強化３ヵ年計画を補強し、要求前進と組織拡大に決意を固めあう大会となりました。

私たちは昨年秋、医師・看護師・介護職員の大幅増員と、夜勤交替制勤務の改善、安全・

安心の医療・介護・福祉の実現を求めて、愛知県交渉や自治体意見書採択、加盟組合の病

院訪問、ドクター・ナース・介護ウェーブ、看護協会との懇談など、いのちまもる地域キャ

ラバン行動に精力的に取り組みました。

そういった運動のなかで、厚生労働省が発出した「看護師の雇用の質の向上のための取組

みについて」の５局長連名通知、そして日本看護協会が策定した夜勤ガイドライン（案）

は、確実に職場の中に浸透し、労働条件改善に向けた労使共通の課題に押し上げ、職場に

おける要求前進の機運は大きく広がっています。

一方で、昨年１２月に行われた衆議院選挙では、政権与党の民主党が惨敗し、改憲、原発

容認、自立自助の社会保障を掲げる自民党が政権を奪還しました。自民党と同じく改憲を

掲げる日本維新の会の台頭で、衆議院は両党を合わせ改憲手続きができる３分の２を超え

ました。来年７月の参院選にむけて、改憲勢力とのたたかいと、医療・社会保障制度拡充

のたたかいが急務となっています。

２０１３年春闘は、国民のいのちを脅かす政策と対決する国民春闘です。１月からスター

トする通常国会に向けて、学習をエネルギーにして、これまで以上に運動を広げましょう。

医療・介護労働者の社会的役割にふさわしい大幅賃上げと、大幅増員・夜勤改善要求が実

現するまで力をあわせて春闘を元気よく闘いましょう。

今年４月は名古屋市長選挙です。そしてこの夏には参議院選挙が行われます。今こそ基本

路線である「患者・国民のいのちと健康を守ることと、医療・介護・福祉労働者の生活と

権利を守ることを一体」に全力で奮闘します。愛知県医労連第８次組織拡大強化３ヵ年計

画のスタートダッシュで、１万５千人の組織建設を早期に実現させましょう。

２０１３年１月１３日 愛知県医療介護福祉労働組合連合会 第６２回臨時大会


